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不
磨
の
憲
法
を
有

J
、

殖
.民
政
策
に
將
殊
の
天
才
を
發
抓
せ
る
英
國
人
が
、必
ず
や
此
困
雛
に
打 

勝
つ
て
、帝
國
憲
法
の
改

W

R
.成
功
す
る
で
あ
ら
ぅ
こ
ビ
'.を
信
ず
る

0
で
あ
る
。(

完)

參
考
炫
卧

.
？
ノ May.s Constitutional

W
乾
。
q

a

w

&

l 

<

0
1. 

s
. 
s 

L. Curtfs the Problem of the 

0
0
1
,
0
0
, 

wealth 

(3) The Roupd Table” March and June numbers 

(
4) 

Nineteenth 

Century and After, July 

0
1

 ̂

(5) Ibw.elrs 

the Govern 
日
S
t of
w
n
a
a
n
d
,

 vol.II 

(6〕
Fortnightly Review, August number.. (7) Xhe Times.

l

a

-;
f
:
x

.

サ
！

ヰ

リ

ア

ム

、
ベ

チ

ィ

の

國

富

論

(

上)

.

高

橋

誠

ー

郞

「

數
年
以
前

^
濟
學
は
：之
を
科
學
と
做
す

.を
妥
當
ビ
す
る
や
、或
は
忮
術
ビ
看
做
ず
可
&
も
の 

な

P
や
、換
言
す
れ
ば
、を
は
先
づ
富
の
生
産
及
び
夯
配
が

'
f

て
以
て
行
は
る
可
き
諸
原
則
の 

科
學
的
硏
究
に
從
事
す
可
き
も
の
な
う
や
、或
は
其
の
主
た
る
目
的
は
富
の
生
産
を

^

1)
0
し
、
,® 

し
て
其
の
分
配

V
.改
善
す
可
き
實
際
的
提
案
を
爲
す
に
在

6

や
如

.何
に
就

§

て
纖
多
の
論

0 

あ
う

.き
。
十
七
世
紀
の
論
客
は
全
然
後
の
見
地
ょ
う
し
て
經
濟
問
題
に
接
近
し
た
る
も
の
に 

し
て
、當
時
に
於
け
る
論
篇
の
大
多
數
は
或
る
一
定
の
提
議
を
擁
識

1

つ 

>
あ
う
し
人
々
、並こ

' 

其
の
抱
懷
せ
る
特
殊
の
畫
策
.の
爲
め
に
一
般
的
理
論
を
擧
示
し
た
る
人
々
の
筆
に
成
う
し
も 

の
な
る
こ
と
を
記
愴
す
る
を
必
耍
ビ
す
。
假

.令
、其
の
然
ら
ざ
る
場
合
と

*•
も
、彼
等
の

%

-^
’は，、
 

他
の
提
議
を
批
評
す
る
に
當
う
て
も
、又
は
事
實
を

_萆
集

'.す
る
に
際
：し
て
も
、確
然
且
つ
意
識
的 

に
賢
明
な

''
る

國

家

統

治

め

：
大.業
■に
補
助
的
救

®

を
與
ふ

.る
も
の
と

.：思
惟
せ
ら
れ
し
な

6
-
0貨

.

妒
ナ

.

.卷
：
：

(
一:

ニ
九

」
)

：

.論

、

説

.：
サ

.丨
。ヰ
リ
ア

.ム
,?
ぺ
チ
ィ
の
國
富
論

' 
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ニ
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説
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サ
ー
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V
ア
ム

A

サ
ィ
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國
富
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-

J
.

 

3

一

货
改
鑛
の
荬
問

©

に
關
し
聰
明
な
る

' 助

B
5r
與
へ

.

.ん
と
ず
る
の

'希

®
'

よ
'-o-.

しV
、

鏺

f
f
i及
ド

3S 

幣
に
關

'す
る
諸
般
の
論

.
0
を
喚
起
せ

6
。
全
般
の
：間

.題
は

P

S

3卜！

及
び

o

i
に
よ
ぅ
て 

も
亦
、
I

.
で.顯
攀
な
ら

h

る
論
者
に
よ
る
と

#

し
く
、其
の
實
際

.的
一
方
面
に
於
て
論
.述

せ
ら

れ 

が

i

當
時
の
論
者
が
之

V

異
れ
る
精
神
を
以
て
經
濟

.問
題

.を
論
：じ
た

.る
場

.合
に
は
、彼
れ
等 

は
科
學
的
正
確
を
主
張

す
.
る
よ

5
,も
、寧
ろ
幾
多
の

「

無
可
有
鄕

」

に
於
て

(
U
t
o
p
i
a
s

に
於
て
、又

A
r
e
a

丨
 

|

に
於
て
、而
し
て
觅
に

O
c
e
a
n
a
s

R
於
て

)

假
作
的
に
是
等
を
論
，

.じ
た
る
な

6

0

是
等
の
人
 々

か
多
數
の
錯
線
せ

る
事

#.
に
關
し
記

述
す
る

.に
u¥
h
y
.
て
示

.せ

る
感
嘆
す
可
き
常
識

?:
-卜
分

,; 

諒
知
せ
る
讀

者

V」

雖
も
、
尙
■ほ

>
ト
3

CO
3

1
Uの
學
徒
等
に

よ
ぅ
て

行

は
れ
た
る
延
に

»
然
た
る 

科
學
的
硏
究
の
以
後
に
於
て
始
め
て
可
能
と
一
爲
れ
る

®

想

の

明

_
.
及
び
連
鑽
的
推
现
の
缺
如 

た

る
を
«
慽
と
す
，る
な
る
；可
し
。

こ
は
®

に
免
れ
難
き
.所
に

し
て
、富
の

現
象
が
：他

が

社

# ：
現 

象

よ

6

細

心

な

る

注
意
を

以

て

離
隔
せ

ら

る

、
ま

で

は

精
確
に

彼

れ

等

を

論

ず

る

こ

と

可

能 

な
ら
ざ

6

し
な
り
。
十
七
世
紀
の

經

濟

論

衮

は

彼

れ

等
が
抱
懐
せ

る
目
的
.に
對
し
て
餘
&
に 

鋭
意
に
し
て
彼
れ
等
は
之
に

到
達
ず

る

手
段
の
上
へ
に

十

分
に
注
韋
を
集
中
す
.る

乙

と
な

か
6
 

. 

し
な
り
。
彼
れ
等
の
筆
跡
は
厚
利
な
る
霄
說
を
以
て
充
た

3
れ
た
り
。
.而
し
て
彼
れ

等
の

多

<
は
巧

.？

.る
方
法
を
以
，て
特
殊
の
題
目
を
論
じ
た

h
^
o然
れ
ど
も
彼
れ
.等
が
是
等
特
殊
の 

諸
論

S

に
對
し
て

0
P
當
て
た
る
而
橫
に
は
奇
異

‘な
る

‘不
權
衡
を
布
し
た

>
p
o而
し
て
彼
れ 

等
は

其
の

主
題
の

5

に
關
し
、若
し
く
は
吾
人
が
思
想
の
習
性

に
從

a

て
を
が
當
然
到
達
す 

可
き
區
分
に
：關
し
て
は
砰
等
明
確
な
る
槪
念
を
有
せ
ざ

6

し
.が
如
し
。

斯
ぐ
て
當
時
の
驗
も 

•

利
な

' る
著
者
の
，手
.に
成
れ
る
書
中
に
は
、正
し
く
彼
れ
等
が
颇
る
多
く
の
點
に
於
て

>

1
 

s
m
g

の
先
蹤
を
爲
せ
り
ど
稱
揚
せ
ら
れ
得
可

&

時
に
於
て
す
ら
尙
ほ
.棍
亂
の
觀
あ
る
を
觅
て

る 
^5 

今
+。

.「

M
に
.其
の
主
題
の
範
圍
が
仍
ほ
頗
る
不
確

定
な
う
し
他
の
徵
“證
は
經
濟

學
が

未
だ
一
個
の 

名
稱

.の
權
威
を
取
得
す
：る
こ
ど
な
か
う
し
事
實
に
存
す
、

(P

暴
は
へ
此
の
點
に
於
て
一
步
を
進
め 

た

る
も
の
な

5
、即
ち

.0
ぐ
、『

賢
明
な
る
醫
師
は
寧
ろ
自
然
の
發
動

‘
t
注
意
し
、而
じ
_て
之
に
员
應 

し

彼

，
れ

等

自

身

の

激

烈

な

る

療

治
^
以
て
之
に
背

.

す
る
，こ
ビ
な
ぐ
、

®

れ
等
の
患
者

R
無
用 

の
手
術
を
加
ふ
る
こ
と
少

な

.§
が
如
く
、等
し
く
政
治
學
及
び
經
濟
學

f

o

s

l
に
於
て
も
，
 

之
と

.同
一
の
手
段
を
思

a
ざ
.
♦
可
ら
ず

』

と

.0Treatise

四
十

I
®

、

を
は

.統
治
の
技
術
、即
ち
治
國 

策
.の
一
部
.門

た

る

に
.過

ぎ

^
>

し
.
.な
.う
。

歷

世

の
政
治
：象

«

不
知
の
.經
'濟

學
«

た
う
し
な
り
。

.雜
十
.

一

急

'

(

ニ
.一
九
三>\
 

說
.._

サ
i
牛
>,
ア
ム
.
i

、チ
、ィ
の.響

論
-
:
.
.

第
十
號•
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)

_論
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說
-

サ丨*

キ
v
r
.
<
®
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〜 
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另四
.

，
種
.々
な

.る
方
向
に
民
力
を
伸
張
せ
し
む

.る

.が
爲
め

"又
は
種
々
な
る
必
耍
が
或
る
特
殊
の
%
力 

を
喚
起
す
る
每

R
、諸
般
の
實
際
的
方
策
は
：順
次
に
試
行
せ

.ら
れ

.た

A
V
O此
の
長
き
經
驗
の
總 

括
的
歸
結
は

E
i
i
z
a
b
e
t
h

の
法
制
中
に
體
現
せ
ら
れ
、而
し
て
國
力
樹
迤
の

®

a
方
法
ビ
し
て

1

 

_

的
に
採
用
せ
ら

.れ
た
り
。
十
七
世
紀
に
於
げ
る
論
者
は
英
國
の
實
驗
せ
る
所
を
以
て
他
の 

都
市
並
に
邦
國
の
を
れ
ビ
比
較
し
、斯
く
て
種
々
な
る
社
#
の
現
實
な
る
發
笼
若
し
く
は
衰
喷 

の
考
察
に
基
礎
を
有
せ
る
觅
に
一
般
に
適
用
せ
ら
る

.可

き

箴

言

を

確

定

す

る

が

爲

め

に
«-
ょ 

し

か

り

き

。

...「

十
七

世
紀
に
於
け
る

生

要
な
る

憲
法
上
の
爭
議
が

槃
ぅ
て

歲
入
の
間
題
に
在
&
し
事
實
は 

經
濟

問
題
を
し
て
著
し
く
顯
要
な
ら
し
め
左

6

。
而
し

.

て
政
治
論
の
.記
者
は
最
も
效
果
多
き 

課
稅
の
形

.

態
を
，論

議

す

る
に

努
め
た

-

^

。

負
擔
を
公
平
に
分
配
し
、

而
し
て

課

稅

の
轉
嫁

を
考 

木
且
す

.

る
の
議
も
全
然
等
贿
視

せ
ら
れ
た
る
に
あ
ら
ず
ビ
雖
も
、然
も
當
時
の
爲
政
家
は
主
ビ
し 

て
正
し
く
一

 

定
の
歲
入
を
取
得
し
得
可
き
财
源
を
發
見
す
る
に
急
な
ぅ
き
。

t

の
.
¥

弋
こ
办
、
 

け
る

著
作
中
嶄
然

V
J

し
て

.最

重
' 

要
の
地
位
を
占
む
る

i

の
は

^
 

日
P

&

V!
が 

T
a

x
e

s

 

a
n

d
n

o
n

t
r

i
b

u
t

i
o

n
s

 

s
h
y
^
o 

(
w

.

 

C
u

n
n

i
n

g
h

a
m

 

著
 

T
h

e

 

G
r

o
w

t
h
. 

o
f

 
E

n
g

l
i

s
h

 

J
n

d
u

s
t

r
v

 

a
n

d

 

c
o

m
m

e
r

c
e

m

 

M
o 

d
e
n
r

 T
i
m
e
s

第
' j

部

.The 

Mercantile 

S
y
s
t
e
m

一
 

千
.九
..百
〇

5

年

第
三

版
、三
百
八
十
 

一
I

三 

,
頁)

。

A

 Treatise 

o
f 

Taxes 

&

 

Contributions. 

S
h
e
w
i
n
g

 the 

Nature 

a
nd 

Measures 

of Crown-Lands. 
Assesse

丨
 

ments. 

Customs. 

Poli—Moneys. 

Lotteries. 

Benevolence. 

Penalties. 

Monopolies, 

offices. 

Tythes. R
a
i
s
f

 of 
coins. 

H
a
r
t
h
-
M
o
n
e
y

パ Excize, 

&c. 

W
i
t
h

 several 

interperst Discourses a
n
d

 

D

f
 

I
n
s

 

concerning w
a
r
r
-

 

es. 

T
h
e

 church, 

a

n

.
 

Rents 
ダ 

Purchases. 

U
s
u
r
y

 

Exchange. 

Banks 
ダ 

Lombards. 

I

I

 

for conveyances 

^

1

:

1

1

.
 

Exportation 

of 

W
M
, Free-ports. 

coins. 

Housing. 

Liberty 

of 

Conscience, 

&c. 

T
h
e

 s
a
m
e

 being 

ぼ
f

&

Napplied 

to the 

present 

S

I
 and 

Affairs 

of Ireland.

は
w 

に

Sir William 

P
e
t
t
y

が
經
濟
論

.中

.最
も

.风
く
成
れ
る
も
の
に
し
て
、且
つ
最
も
秩
序
整
然
た
る 

も
•の
な

&
.
0當
诗
英
國
に
於
て
公
に
せ
ら
れ
た
る
財
政

0
の
欺

®

た
る
性
®
を
記
憶
す
る
も 

の
は
彼
れ
か
本
問

*

に
對
す
る

.理
解
の
徹
掘
せ
る
に

.驚
か
ざ
る
を
得
中

0

本
'書
は
其
第
十

M 

に
於
て

一

千
六
百
六
十
ニ
年
一

月(John L
o
r
d

 

R
o
b
e
r
t
s

に
寄
せ

^

る
献
本
の
手
翰
に
，見
え
た
る 

一
月

二
十
五
日
の
日
附
ょ
ぅ
、著
翁

.がR
o
y
a
l

 

Society

に
其
の
五
十
部
を
寄
附
し
た
る
一

一
月
五

B 

ビ

の
間

)

に
出
版
せ
ら
れ
た
る

o

f
B-
一。ぼ

0

3

1 

が 

N
a
t
l

 a
nd 

political 

Observations 

M

s

f
 

d

J

.:
H

一̂

.

2
ニ
九
- a
L

)

.

p ^
,

.

p

サ
i
_

ヰ
リ
ア

A
® 

(

チ.

ィ
の

_

國
■.富
論 

第

卜

虎

只

五
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四六
 

in a

 followihg 

J
p
a 殳目

a*m
a
d
e

 u
p
o
n

 .the Bills 

o
f

 Mortality.

の
名
を
揭
げ

"之
を
以
て

「

近
く
 

行
は
れ

た
る

.觀
察

」
ビ
稱
し
た
る

'^
.
CO
H-R

o
b
e
r
t

 

M
o

r
a

y

に
與
へ
た
る

tt
ff
i

に
據
る
に
、

P
e
t
t
y

は
同
年
十
月 

末
日
前
に
愛
蘭
土
に
在
ぅ
し
を
以
て
、本
書
は
恐
ら
く

一

千
六
百
六
十
ニ
年
の
初
め
に

.成
&
し 

も
の

.な
る
可
し
。
當
時
王
政
復
古
以
後
に
於
け
る
自
己
の
政
治
的
不
安
ょ
ぅ
免
れ
た
る

P
e
t
t
y

 

は
#

然V
J

し
て
其
の
科
學
的
硏
究
に

0
,
0
せ
b

r
。

る

E
d
m
o
n
d

 

_
F
i
t
z
m
g
r
i
c
e

著

T
h
e

 

l
i
f
e

 

o
f S

i
r

 

W
i
l
l
i
a
m

 

P
e
t
t
y

 

1
6
2
3
1
1
6
8
7
.

1
千
八
百
九
十
五
年
版

^
!
〇
四

—

七
頁

0

彼
が
愛
蘭
土
海
峡
の

r L

行 

を
便
な
ら
し
む
る
爲
め
に

「

水
門
船

」
(
s
l
u
i
c
e
-
b
o
a
t
)

又
は

「

復
船

®

*
{
d
o
u
b
k

 

b
o
t
t
o
m
)

の
建
造
を
試
み 

*

る
も
此
の
時
代
な
り
。
へ

㈣
*

百
〇
九
丨
十
五

‘頁
參
照

)

。
彼
が
本
書
の
外
、

A
n

 

a
p
p
a
r
a
t
u
s

 

t
o

 

t
h
e

 

h
i
s
t
o
r
y

 of t
h
e

 

c
o
m
m
o
n

 

p
r
a
c
t
i
c
e
s

 

of D
y
i
n
g
(

一
 

千
六
百
六
十
七
年
以
後
數
版
.を
重
ね
た
る

T
h
o
.

 

s
p
r
a
t
,

 

の 

T
l
i
e

 

I
b
i
s
t
o
r
v

 

of* t：ne 

R
o
v

a
l

c/o
c
l
e
t
y

 

o
i

t̂
o
n
d
o
nv*
^
O
M 
叶げ
0>J 3

PJ.OVmg 

o
f 

N
a
t
u
r
a
l

 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
.

中
に

{ir 

刷
せ
ら
る
、其
の
ニ
西
八
十
四

M

ょ
6

H

百
〇
六
頁
ま
で

)

、D
i
s
c
o
u
r
s
e

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

M
a

k
i

n
g

。吣
 

c

o
t
h (T

h
o
m
a
s

 

B
i
r
c
h

 

の 

H
i
s
t
o
r
y

 

of 

t
h
e

 

R
o
y
a
l

 

S
o
c
i
e
t
y

 

第

一
卷

、一

千

七
百

五
十
六

年
版
、五
十
五 

1

六
十
五
頁
中
に

o
£

目

&:
員

0

0̂

 ̂w
i
t
h

 

s
h
e
e
p
s

 

w
o
o
l
.

と
し
て
揭
げ
ら
れ
た
も
の

)

、並
に
造
船
に 

關
す
る
論

X

I

千
六
百
六
十
五
年
十
一
月

一一十

七
.日
，̂

が
^
。
^
g
 S

o
c
i
e
t
y

に
於
て
發
表
し
た
る

|

|
I

Ii
:
I

f

,'
ザ 

j
.
.
. 
.
 

L

1

其
の
大

體
'論
.R

し
て
之
か
最
後
の
成
案
は

Treatise 

o
r Discourse 

a
b
o
u
t

 the 
B
u
i
l
d
i
n
g

。『

0)
ぽで
1

ゝ
 

presented 

ia M
.

 

S. 

t
o 

the l
a
l
s
o
c
i
e
t
y
.

中
に
說
明
せ
ら
れ
た
る
も
、其

の

稿

本

は

>
1

、の

說
く

r

に
據
れ
ば
當
時
同
協
會
の
總
’截

y2

>
pし
.\
Y
P
S
Ur
o
r
d 

B
r
o
u
n
c
k
e
r

が「

一
役
に
還

1

せ
し 

む
る
に
は
餘
う
に
大
な
る
國
家
の
秘
法
な

b
jと
云

a

て
之
を
拉
し
去
り

-1.

千
六
百
八

4
-

 

ニ
年 

に
至

る
ま
で
自
ら

之
を
所
藏
し
た

う
。
而
も

f

は
彼
れ

に

0
い

<

i
が
彼
れ

自
身 

と
雖
も
所
有
せ
ざ
る
興
の
騰
本
一
部
を
所
有
せ
。る
旨

?:
談
れ

6

ビ
傅
へ

f

o
一
千
八
百
十 

三
年

版

L
l
r
s

 

o
f 

E
minent Persons.

第
二

卷
、
四
百
九
咔
頁
。

A
n
t
h
o
n
y

 k

ミ
。
。
aは

が

.「

千
六 

西
十
二
年
同
協
會
に

送
う

た
る

H
h
o
u
g
h
t
s
§

 

the 

philosophy 

of 

S
h
i
p
p
i
n
g

は
其
の
死
^

一 

下

し、
 

瓦
九
十

一

年
に
至
う
て

.A

 

Treatise 

o
f Naval 

philosophy 

の
題
下
に
 

A
n

 account of several 

N
e
w

 

Inventions and 

Improvements 

n
o
w

 

n
e
c
l
j
y

 

for 

E
n
g
l
a
n
d

中
に

印
刷
せ
ら
れ
た
る

も
の
に

あ
ら

ざ

る
な
き

.や

?:
疑
べ

b
。
猶
ほ

E
v
e
l
y
n

のM
e
m
o
i
r
s

第

一

卷
、
三

.

百
五
十
八
頁
を
參
照
す
可
し

)

を
著 

し
た
る
も
此
の
時
代
な

-

CS。 

，

■

此
の
書
出
版
の
精
密
な
る
時
日
は
不
明

a

v

o
本
書
の
序
言
中
に
見
れ

^

る「

彼
れ

(
D
u
k
e 

o
f 

o
r

B
g

d
)

の
人

物
R

對
し
て
最
も
心
を
傾
け

た

る
_
會
の
開

#

せ
ら
る
、
時

」

.云
.々
の

辭

句

を
以

第
十
一
卷

(

•
一 

一|

九七

)

勖

サ

ー
ヰリアム

O

 *

へ
.チ
イ
の
國
當
論

'四七
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第
十
5
 

C l

ニ
.九
八
：)

論
：

.說
”

サ
ー
♦
ヰ
9
ア
亡
八
チ
ィ
の
阙
富
論 

第
十
號 

四
八
：

■て

】
t

六
r

六
十
ニ
年

.三
月
四
日

^

F
土
の

_下
院
に

.ょ

.てO
r
m
o
n
d

に
對
す

.る
三

_

破̂
の

®r 

與
を
可
決
せ
ら
れ

(The 

Political 

A
n
a
t
o
m
y

 

of 

Ireland. 

|

千
六
百
九
十

I

年
版
、六
十
ニ
質
に
云 

冷
せ
る
も
の
は
即
ち
是
な

6)

、而
し
て
彼
れ
が
同
年
四
月
十
九

u W
h
i
t
e
h
a
l
l

ょ

6

の
手

]̂
に
ょ 

り
て
其
の
嘉
納
せ
ら
れ

^

る
.を

—
示
せ
る
も
の
ビ
解
す
れ

.ば
、吾
人
は
本

*

を
以
て
一
千
六

W 

•六
十
ニ
年
五
月
中
に
初
め
て
表
れ
た
る
も
の
と
主
張
せ
る

^

<

1 K
e
n
n
e
t
t

の
所
言

(Register and 

chronicle.

七
百
〇
三

.

.頁)

を
•

全
，然
信
賴
す
る
を
得
可
し
。
苦
し
又
、他：方
に
於
て
等
し
く
本
書
の
序 

文
此
見
れ
衣
る
本
書
の

「

出
生
，が
恰
も

D
u
k
e

 

of 

O
r
m
o
n
d

が
太
守
と
し
て
愛
蘭
土
に
出
發
す
る 

に
隙
し
て
起
办
た
る
妄
や
の

■記
雄
に
注
目
す
る
©
は
其
の
出
版
を
猶
ほ
約

 

一I.

ケ
月
の
後
と
推 

定

せ

ざ

る

可

ら

す.0
然

れ

ど

も
國

王
の
婚
議
に

0

ゲ
て
七
月

上
旬
^

で

延
期
せ
ら
れ
た
る

O

V
 

m
o
n
d

の
赴
任
は
本
來
四
月
中
に
行
は
る
可
き
豫
定
な
ぅ
し
が
如
し

(
c
a
r
t
e

著

Life 

of the 

D
u
k
e

 

of O
r
m
o
n
d
.

十

.一
及
び
ニ
首
五
十
七
頁

)

。

«

く

て

は

o
§
o

a
が
直
ち
に
愛
蘭
土
に
向
つ 

て
出
級
す
可
し
と

_豫
期
し
た
：る

.四
月
中
に
«
に
引
用
せ
る
序
文
を
起
草
し
、而
し
て
本
書
が
同 

年
五
月
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
假
定
す
る
時
は
：以

1

兩
章
句
の
間
に
一
致
を
見
る
を
得

本
S

古
版
本
干
：八
世
紀
末
ま
で

)

に
し

て

今

日
R'
0
存
す
る
.も

の
七

種

あ
ヶ
。

中

に

就
&

1: 

客
者
の
生
前
に
上
梓
せ
ら
れ
た
る
％
の

は

四

種

な

遮

：莫

•著
者
が
眞

S

可
し
た
る
も
の 

はN. 

B
l

e

の
手

.に
：出
版
せ
ら
れ

i

 

i

ハ
I

I

年
.蒸

I

版
の
み
な
る
に
似
？

第
一1.

版

は

i

千

六

择

六
.十
七
年
、著
遨
：

a
,

愛
蘭
土
滯
在

^

偸
敦
に
於
て

(

出
版
者
は
前
版
と
同
じ 

く 

Nath. 

B
r
o
o
k
e

な
る
も
唯
だ
を
か
從
前
の

C
Q
S
h
i
i
l

.よ
シ

Gre
3h
a
?
c
o
i
I
e
g
e

に
移
り
た
る

0.
を
刊 

，ィ
せ
ら
れ

プ

る
％
の
な
り

o
b
a
d
i
a
h
s
a
g
r
a
v
e

 
H

P

出
で

た

る

一
千

六
可
七
十
九
年
の
.第
三
版 

は
彼
れ
の
表

&

せ
る
希
磐
に
反
し
て
發
行
せ
ら
た
る
が
如
し
。
即
ち
彼
れ
が
ー
千
六
西
七
ト 

八
年
五
月
ニ
十
九
日

Dublin.

よ

6 A
u
b
r
e
y

 

g
答
へ
た
る
書
巾
に
於
て

f

穿

I

I

 

the 

B

l
 0

5
XCS I 

I
 not 

s

e

l

l
 

it. 

I never 
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f
b
'
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p
l
a
c 
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ever 

勇 
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doe 
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o
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n
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I
 

I

 13|

-

せ
謂
ひ
、逛
に
翌
年
十
月
五
日
纪

l

a
 So

u
t
h
w
e
l
l

に
與
へ

2

る
f

 
£

5

び
同
？

S

I

せ
ざ
る

f

述
べ

f

。
同

5

肆
の
手
に
出
版
せ 

,'ゎ

7^
る
一

t

六
西

八
十

五

年

の

第

四

版

は

.
表®

紙
を
新
た
に
し
た
る

.
外
、全
..然

前版
の
與
刻 

に
し
て
獅
立
の

典

據

f

.
も
の
に
あ
ら
す
。
第
五
は
一
千

六

百
加
十

年
、

A

 

C
o
l
l
i
n

 

o
f three 

S
I t

r
a
s

の
.最
後
に
合
卷
.せ
ら
れ

た

る

も

の

、第
.六
は

' 
一
千

六
宵

八

十
九
年

.
、

s
w
a
r
d

 

P

I
よ
P
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卷

(
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今
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.存

す
る
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の
七

褪

あ
P

O

中
に
就

&

V
 

は
四
種
な
り
。
遮
莫
•著
者
が
眞
に
認

可
し
た
る
も
の 

1
千
六

.
3
六
.+’.ニ

年
.の

^-
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版
の

み
な
る
に
似
た
り 

愛
蘭
土
滯
在
か
、偸
敦
に
於
て

(

出
版
者
は
前
版
と
同
じ 

のC
Q
S
h
l
i
l

よ
グ
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3h
a
m
-
c
o
i
o
g
e

に
移
り
た
る
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マヵ范

g
r
a
v
e

ょ
り
出
で
た
る
一
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六
可
七
十
九
年
の
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三

M
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十
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卷

(
一

三
〇
〇)

論

說

1_

サ
ー
0牛
リ
ア
ム
*
八
チ
ィ
の
國
窩
論 

姑
十
號 

五
Q

出
で
た
る
軍
行
本
に
し
て
表
題
紙

.の
外
、總
て

.一
千
六
百
七
十
，九

'年
版

'の
重
刻
な

.り
。
第
七
は 

巡
に
遲
れ
て

.一
千
七
：百
六
十
九
年

d
u
b
i
i
n

のBoulter Grierson

ょ
ぅ
诩
で
犮
る

Tracts ; Chiefly 

relati 

n
g

け。

M
L
PP*
中
に
合
卷
せ

•ら
れ
た
る

.
1

千
：六
百
七
十
九
年
版
の
重

1>
な
：
6
。

^L
#

の
各
版
並 

に
一
千
六
百
八

.十
九
年
版
は
孰
れ
％
皆
障
名
な
り
。
公
然
本
書
の
著
者
を
揭
げ
'た
る
嚆
矢
は 

J, 

C

 

(Josiah.chiid)

が 

J 

千
六
百
六
十
八
年
の

 Brief Observations Concerning 

and the Interest 

of M
o
n
e
y
.

の
追
綠
な
る
可
き
か

?

は
復

7*
2c

s
d

が

N
e
w

 Discourse of T
r
a
d
e
.

中
に
再
刻
せ
ら
る 

.I

千
六
西
九
十
三
年
版
ニ
十
六
頁
、無
年
附
第

.四
版
二
十
八
，頁

)

。
本
書
.の
手
寫
本
は
未
だ
發
見 

せ
ら
れ
た
る
を
聞
か

ず

。

諸
版
本
中
初
版
は
最
も
確
實
と
思
料
せ
ら

.る
、
も
の
に
し
ズ
、序
文 

の
文
僻
は
本
書
が
著
者
の
承
認
な
.く
レ
て
發
兌
せ
ら
れ
犮
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
確
證
す
る 

fx
り

.0(Charles 

H
e
n
r
y

 

H
u
l
l

s
m
H
h
e 

E
c
o
n
o
m
i
c

 Writings of Sir W
i
l
H
a
m

 

petty.

第

一

卷
ー
千
八
百 

九
十
九
年
版
、

.一ー1

1
四
頁
參

•照)

0

別
に

p
n
n
i
n
g
h
a
m

の
所
言
に
據
れ
ば

>Discourse 

of T
a
x
e
s

‘の 

題
號
に
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
一
千
六
百
八
十
九
版

.あ

.み
ビ
な

b (

前
揭

o
3
w
t
h 

of English 

Indu

stry and .
c
o
m
m
e
r
c
e
,

.三
百
八
十
三
眞
脚
註

)

。

Treatise 

o
f

 T
a
x
e
s

 

a
n
d

 c
o
n
t
ribution

の

著

は

原

(£
王
政
復
古
に
由
§
て
喚
起
せ
ら
れ
た
る
財
政

I
f

度
上
の
大
變
革
に
促
さ
れ
て
成

6

し
も
の
に
し
て
、殊
に
著
者
ビ
因
緣
淺
か
ら
ざ
う
し
愛

1

 

土
の
：國
情
に
照
し
て
立
論
せ
ら

‘

れ̂

&

7

が
典
味
は
主
と
し
て
實
躜
問
題
の
上
に
存
し

/ 2

る
Z 

，と
其
の
書

0

上
に
顯
然
た
る
も
の
ぁ

b

o

本
篇
の
主

'

題
は
彼
れ

.

が
最
も
.精
通
せ
る
爭
項
な
り 

彼
れ
は
公
人

V
J

し
て
則
務
行
政
に
關
す
る
豐
か

$

る
經
驗
を
有
せ
り
、而
し
て
又
短
見
淺
故
な 

る
課
税

f

度
に
由
う
て
齋

3

る
可

S

重
大
•

な
る
結
果
を
見
た
う
。

彼
.れ
は
劈

©

先
づ
一
般
の 

人
士
に
依
つ
て
負
攒
せ
ら
る
可
き
諸
般
の
國
用
を
箅

r

て
、對
外
對
內
の
防
備
、行
政
、司
法
^

双 

敎
W

救
贫
及
び

.

公
共
の
利
益
を
逝
涉
す
可
&
諸
般
の
土
木
員
を
列
舉

し(

第
一
章

)

，次
で
之
が

®

 

.

加
膨
脹
を
見
る
に
至

h

た
る
數
多
の
原

.

因
を
考
察
し
、外
戰
內
亂
の
本
原
を
索
め
て
之
を
夯
柝 

し
其
の

.

中
、宗
敎
、敎

育
、司
法
、救
貧
、
土

木
等
特
錄
の
.項

自

に
就
き
て
遂
行
し

#

可
き
經

1

の
節
減 

■? :

論
.

じ卜̂
一一
 

章)

i c

に
i l

税
ヵ
十
分
の
效
果

?:
.擊

ぐ
る

能

»
.

ざ
'る

.
.j.

般
.
.
.的
.

原
因
を
數
ぺ
て
、

®

家 

の
必
要
以
上

R

及
へ
る
粗
税
赋
課
不
公

■ ¥

な
る
徵
收
、及
：び
窜
倖
に
■
す
る
國
王
の
濫
給
に
關 

す
る
.
.疑
念
.

に
基
く
租
稅
支
拂
の
厭
惡
、及
び
不
铌
茸
な
る
時
機

F

於
け
る
貨
幣
支
拂
の
强
耍
、賦 

課
の
權
能

.

に
.

關
す
る

.

不
明
疑
惑
ょ

$

生
ず
る
人
民
の
抵
抗
、生
産
的
階
級
に
拗
す
る
人
过
の
少 

&

な
る
こ

.

ビ
货
-

r

の
稀
少
金
細
の
制

.

度
ょ

P

生
ず
•る
農
民
の
苦
痛
並
に
適
當
せ
る
經
濟
統
計

站
十1

卷

(

ー

三

〇

こ

論

m

サ
ー*

ヰ
リ
ア
ム
ニ
チ
ィ
の
圃
站
論

 

站

十

號

五

一



第
十

I

怨

(

ー
三
〇
11

)

論

轉

サ

-

。ヰ
リ
ア
ム
ニ
チ
ィ
の
國
窩
論

.

 

济
十
诚

 

五
.

ニ

の
缺
乏
等
を
擧
げ

S

三
章

)

.進
み
て

*

5r
分
つ
て
收
入
を
擧
げ

#

可
き
、あ
ら
ゆ
る
可
能
な
る
方 

法u
#

へ
る
利

.益
及
.び
弊
害
を
論

»

せ
A

第
.四
寧
ょ
纟
藥
末
第
十
五
章

' に
至
る

)

。

然
れ
ど
も

p
e
t
t
y
’

の
如

|

舰
’く
ま
で
問
：

ff
l
.
.の
秘
奥
を
突

.̂
て
之

-
を
靡
め

.ん
S

す
る
满
に
取

6
 

て
は
*深
く
各
種
の
收
、入
を
獷

# :
す
可

&,「

_

本」

の
問
題
に
.向
つ
セ
穿
入
す
る
己
ビ
な
く
し
て
徵 

稅
法
を
論
ず
る
は

.不
可
能
な
る
所
な
り
。
鹆
れ
は
此
の
書
の

■
第
四
十
九
頁
に
於
て
日
く

『

玆
に 

吾
人
は

#

働
が
富
の
ハ
夂

#

に
發
動
的
元

®

/a：
る

乙
と
，
^

も
土

地

が

母
た
る
に
等
し

」

ど
做
せ
る 

吾
人
が
主

.張

.に
因
ぅ
て
、國
家

.は
其

'人
員
を
殺
し
、傷
寄
し
，若
し

 

<
 
は
禁
錮
す
る
に

^

6
て
等
し 

く
巳
れ
自
ら
を
も
懲
罰
す
る
も
，の
な
る
，

J

ビ
を
記
憶
せ
ざ
る
可
ら
す
、然
れ
ば
斯
く
の
如
き
刑 

0

は(

出
來

#

る
限

1

之
を
囘

®

し
、
而

し

て

榮

働

並

，
に
.
社
拿
の
富
を

«

加
す
可
§
剖
金
の
刑
に 

變
せ
し
む
可
き
も
の
な

b
』
V
J。

即
ち
彼

.れ
は
人
間
の
勤

®

及
び
自
然
の
資
源
を
以
て
社
#
の
 

物
質
的
進
步
に
於
け
る
一
一
個

0
,主
要
な
る
要
素
ビ
觀
た
る
な

b
 

o
遮
莫
，斯
く
の
如
き
は

'-
d

svl 

が
獨
自
の
思

.
想
に
あ
ら
ず
、將
た
.又
時
流
を
拔
け

る

、ぎ
見
に
も
あ

.ら
ず
し
て
、寧
ろ
彼
れ
の
時
代 

に
於
げ
る

SI
,多
の
論
客
，に
典
適
の
も
の
と
見
る
可
き
な
ぅ
。

.
無
れ
ヾ

」

親
交
あ

6

破
れ
が
思
想 

の
上

|:
-
甚
大
な
る
感
化
を

»;
へ
た
々
と
獬
せ
ら
る

.
、
常
，時

.
の
大

0

H
h
o目3 

H
o
b
b
e
s

が
大
著

L
e
l
h
a
D
,

 

o
r the Matter, F

o
r
m
e

 and p
o
w
e
r

 

of- 

a 

c
o
m
m
o
l
e
a
k
h
-
(

一
 

千

六

w

五
十
一
年
初
歧
ゾ
の
⑽
 

一
一部「

國
家
論

」

第
一1

十
四
章

「

國
家
の
營
養
及

S

..產生

」

に
於

-て
、國
家
の
營
養
は
第

1
に
V

生
こ
教 

す
る
物

®

の
豐
富
欢
る

1
_
ニ
に
其
の
消
化
即
ち
調
製
姥
に
第
ニ
に
合
宜
な
る
傅
通
機
關
卜 

は
う
て
之
を
公
用
に
致
す
に
存
す
る
も
の
な

6
、而
し
て
是
れ
等
營
養
資
料
た
る
励
、植
、鑛
の

| 

致
は
悉
く
刺
の

»
物
'な

6
.ビ
酿
も
，其
の
或
物
は
國
內
に
存
せ
ざ
る
を
以
て
、國
家
は
交
易
、又

/,
+ 

正
背
な
る
戰
邻
或
は
勞
働
に
办

々

て
其
の
足
ら
ざ
る
所

?:
輸
入
せ
ざ
る
可
ら
ず

.0「

即
ち
人

,H 

の
勞

.働
も
亦
あ
ら
ゆ
る
他
の
物

#

ビ
等
し
く
有
利
に
交
易
し

#

可

き

貨

，物

な

夂M

し

て

居
# 

.の

片

に

供

せ

ら

る
 

> 
も

の
以
上
に
何
等
の
領
土
な
く
し
て
何
ほ
克
く
存
續
す
る
の
み
な
ら

や 

も

亦

r

丧
分
は
一
地

.力
ょ
う
他
.の
地
方
に
至
る
食
易
の
勞
働

R
'由
う
、而

し

て

一
部
分
は

 ̂

資
料
を
他
の
地
方
ょ

&
議
入
す
る
土
藝
品
の
责
却
に
由
う
て
其
の
權

.力
を
增
大

.せ

.る

國
家
あ 

る
な
上
.百

ニ
十

七
慕
と
說
き
、

5
以_

1F
o
r
t
r
e
y

亦
、其
の
著

E
n
g
l
l
s
.
.

 Interest 

and 

I
l
r
o
v
e
m
s
t
;

 

consisting 

B 
穿 increase 

o
f 

the store and trade 

of this 

K
i
n
g
d
o
m
.

に
於
て
自
然
の
迦
驍
€
人

 

ロ
，
-

y」

を
以
て
繁
粲
の

一
一
大
要

.件

?

ビ
着
做
し
、而
し
て
怫
蘭
西
が
如
何
に
其
の
自
然
の
當
に
凼
う 

て
又

ネ

‘保
力
勿
何
に
乳

'の
人

^

の
動
勉
に
由

.々
，て
繁
榮
を
來

し

た
る
か
を

示

し

，次

で
是
に

to

#
十一
^

.(

l

H

Q

o論

0

サー
•ヰリアム

* (

チ
■ィ
，
0
.
1富論， 

終卜虎

'
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〇
四
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〕

論

說

サ

ー
。
キ
リ
ア
ム

A

チ
ィ
の
國
笛
論

 

'
 

够
十
號

 

五
叫

j 

6
て
富
裕
に
し
て

a

に
所
謂

「

富
裕

」

な
る
、語
は
貨
物
の
夥
多
を

.韋
味
す
る

'も
の
に
し
て
、金
銀
財

げ• 

' 

 ̂

-

一
 

寶
の
#

»

を
指
す

.

に
あ
ら
：ざ
る
こ
と
、文

«

ょ(

ぅ
推
し
て
明
か
な
り

1

つ
人
ロ
大
な
る
は
一
國

一
 

民
を
し
て
强
大
な
ら
し
む
る
に
先
づ
第

一

に
必
要
な
る
の

®

あ
り
、而
し
て
、英
國
は
此
の
ニ
素

?
_
>

.

.

.

 

...

一，
 

に
於
て
卓
越
せ
る
が
故
に
必
然
あ
ら
ゆ
る
他
の
も
の
ょ

P

も
最
も
强
大
且
つ
繁
榮
を
得
る
に

p 

莖
る
可
き
を
豫

®i
し

^

可
し
ビ

m

け
り
涵
の
書
數
版
あ
ぅ
。.初
版

u Treatise of T
axes 

and 

c
o
l

へ 

,
 

: 

.

_ 

n
s
b
u
t
i
o
g

刊
行
の
盤
年
、即
ち
一

.千
六
百
六
十

fi

一
年
，に
現
れ

*

り
。
其
の
第
二

 

I
三
頁

)

。p
p
t
a
i
n

Joh
b

 

Graunt 

の 

Natural 

and 

Political 
observations 

mentioned 

in a 

IoiIOW

*3g

 

J
»cu
n>
><
p
w
a 

3
a

o,
o

cで 
o
n

一
 

the Bills 

of M
o
r
t
&
l
y

 (

本
書
は
初
め
一
千
六
西
六
十
ニ

.年

J
o
h
n

 

G
m
u
n
t
,

 

citizs 

of L
o

邑
^

の
署
名

を
以
て
出
跃
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が

、Joh
n

 Evelyn, 

John 

Aubrey, 

E
d
m
u
n
d

 

Hailey,

及
び

Bishop 

w
u
r
n
e
t

等
が

p
e
t
t
^

を
以
て
其
の
眞
の
著
者
と
看

'®
し

^

る
を
以
て
、後
の
諸
家
の
間
に
此
の
書

, 

の
眞
著

若
が

G
r

a
u

n
t

な
ク

や
、

p

&

' <
-

な

P
や
、の

問
題
? :

惹
起
し
た
る
が
、恐
ら
く
本
書
は

o
r

a
u

n
t

の
字
に
成

6
.し
I

の
な
る
可

&

も
然
も
雨

**
の交̂密なクしょ案ずるにが本書
 

の
著

^

に
對
し
て
些
少
な
ら

3

る
影
響
を
及
ぼ
し

.

る̂
乙

ビ
事
實
な
る
可
し

c 

p&tical Science 

Quarterly.

第
十

一

卷
、
H

〇
五 

I 
三
十
 

ニ 

頁
所
載
 

Charles 

H
e
n
r
y

 

H
u
l
l

の 

T
h
e

 

A
u
thorship. 

o
f the

圓
議
< 

I

fい
；

Natural 

and 

political 

Observations u
p
o
n

 the Bills 

of Ivrortaiity.

を
參
照
す
可
し
。

Tohn 

Campbell 

s 

B
iogm

p
h
i
a B

r
i
t
a
g

o-a

第
四
卷

£

千
二
百
六
十
二
ー
三
頁
に

.於
て
、G

m
l

の
死
後
ニ
年
に
し
て
表 

れ
た
る

一

千
六
百
七
十
六
年
の
®
補
新
刊
は

P
e
t
t
y

の
if
督
の
下
に
公
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

6 

VJ 

•云
へ
り
。

)

に
も

1
«
て
君
主
は
管
に

±

地
が
富
の
母
に
し
て
子
宮
た
る
が
如
く
、人
は
其
の
父 

な
る
力

^

に)

す
の
人

1S
の
數
に
從

a

て
强
大
な
る
の

.
み
な
ら
ず
、又
富
裕

/a
る
も
の
な
る
に
由 

6

て
考
ふ
る
に
、國
家
が
結
娘
を
獎

_

し
、放
逸

?:
阻
.礙
し
て
以
て
神
法
を
侮
蔑
及
び
冒
漬
ょ

6 

保
持
す
る
と
等
し
ぐ
、彼
れ
等
自
己
の
利
益
を
進
埗
す
る
所
以
亦
異

^
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
ぅ

」 

ビ
說
け
支
一
千
六
百
七
十
六
年
版
、七
十

 

一一
H

。
十
七
世
紀
時
代
に
於
け
る
括
弧
は
宛
も
引
用 

箱
に
：同
じ
き
も
の
に
し
て
、

P
e
t
t
y

並

に

o
r
a
u
n
t

が
共
.に
以
上
の
章
句
を
括
弧
中
に
記
入
し
た
る 

は
軍
に
斯
く
の
如
き
思
想
の

み

な

ら
す
、這
‘般
の
比
論
を
表
明
す
る
形
式
も
亦
彼
れ
等
ょ

6

以 

前
既
に
存
在
せ
る
を
談
る
も
の
な
り
。

一
千
七
百
〇
ニ
年

L
d
p
z
l
.
g

に
於
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
；
 

observations 

の
匿
名
の

獨
逸
譯(

譯

者

は
0

い G
o
l
e
d

 
5

&

|な

1

は 
メ
<

£lh
,
d
e
m

 sprichworvdie 

hander der w
d
t

 vater, 

un
d 

das land derselbten mutter ist.J 

と
記
せ
り
。

(
Hu
l
l

編 E
c
o
n
o
m
i
c

 

w
f
g
s

 

of Sir w
.

 

p
e
t
t
y

第

ニ
卷
：三
百
七
.十
八

—

九

頁
參
照)

。

'

第
十

.
}
.巻'

，.
(

1'
三
〇

'2
£

)

：.

，
論

.

.

.

m

,

.

.サ
1
命
井
リ
ア
ム

—

(

チ
ィ
の
國
富
論

. 

第
卜
浓
.

^

飞
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U
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»
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V 
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^

2

三
〇
六〕

m

說

サ

ー

e

ヰ
リ
ア
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ペ
チ
ィ
の
國
當
論

 

第

十

網

32
,

X
.
歧
是
觀
之
人
及
び
土
地
を
以
て

®
富
の
父
母
と
做

.す
の
意
見

.はP
e
t
t
y

を
以
て
始
ま

^

c
\

し
.に
 

あ
ら

K
其
の
.

由
來
彼
れ
，ょ
り
も
ー
史
に
古
さ
も
の
ぁ
る
を
知
る

.

.可
く
、彼
れ
が
創
窜
は

M.
の

總

念 

の
案
'出
に
あ
ら
ず
し
て
、寧
ろ
之
に
對

.す
る
彼
れ
が

「

政
治
箅
術

j

の
適
用
に
存
ず
る
な
り
。
彼
れ 

は
經
濟
的
目
的
の
爲
め
に
は
土
地
及
び

其
の

所
輿
並

に
貨

幣
，#

銀
及
び
人
口
に
關
す
る
徹
底 

ぜ
る
調
査
を
必
要
と
し
，

「
此
の
事
に
し
て
行
は
る
、
^
で
は

«

易
は
人
の
思
索
を
用
ゆ
可
く
餘 

■AyR.
fl
^
.相

^

の
*
な

A」
ビ
.主
張
し
彼
の
正
し
き

&

子
を
取
办
て
勝
利
を
得
ん
と
欲
す
る
も

0 

Y

先
づ

其

の

把

. V

方
、振
ぅ

伽

«

找
げ
具
合
及
び
雙
陸
盤
の
邊
を
打
つ
可
き
沔
度
如
.何
を
考
究 

す
る
が
爲
め
に
長
時
間
を

1

す
に
等
し
と
做
せ

-
0 (Treatise 

of 

T
p
x
e
s
.

三
十
四
頁

)

。

が 

T
h
o
m
a
s

 

Ivr§
. 

Josi.ah child. 

H
S
I
y

 

Hobinson (

E
a
g
l
a
a-
v Safety 

in T
r
a
d
^
s

 Encrease,

一
 

千
六
西
四
十 

,
•

1

年
版
、の
著
者

)

、等
の

3!
流
-を
汲
む
を
以
て
滿
足
せ
.ず
し
て
一
般
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ス
ト
の
範

_ 

を
脫
し
得
た
る
所
以
是
に
存
す
る
な
：

CN。 

.
P
e
t
t
y

はG
r
a
u
n
t

が
柴

.折

.
S
せ
る
統
計
的

.硏
究
の
道
を
步
め
ぅ

(

前
揭

C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
.

三
百
九
十
贾 

參
照

)

。
彼
は
其
の

 Treatise of T
a
x
e
s
；

を
公
に
す
る
の
前
、彼
の

 Graunt 

が observations u
p
o
n

's
*
e
 Bills 

of Mortality

を
載
了
せ
る

M
j

は
明
か
な

る

事
食
な
る

も

薇
れ
は
其
，の
篛
十

M

及
び
ニ
十
七
裒
忙

S
S
^
E
S
S
S
H
.
I
i
n

E

i

於
て

.此
の
書
を
引
用
せ

6)

、然
も
當
時
同
書
の
暗
示

.は
未
だ
.彼
れ
の

上
に
其
の
.十
分
な
る

影

響

 

を
及
ぼ
す
に
至
ら
ざ

6

し
が
故
に
彼
れ
が
後
年
の
著

e日SapientL

に
於
て
、國
富
に
對
す
る 

鍵
鑰
ビ
爲

6
、斯
く
て
费
用
ょ
ぅ
も
巡
に
滿
足
な
る
課
稅
分
配
の
基
礎
を
與

ふ
る
に
至
り
た
る 

ノ
民
の
數
は

W

だ

®

末
な
る
點
に
於
て

(

經
费
節
減
の
問
題
に
關
す
る
第
六
頁
の
所
論

)
偶
然
之 

を
取
扱
へ
る
に
過
ぎ
ず

。

Sapienti

‘
は
僅
々
ニ
十
四
頁
に
過
ぎ
ざ
る
小
篇
な
る
も
、然
も 

亦
、Pe

t
t
y

硏
究
者
の
看
過
す
可
ら
ざ
る
名
著
な

b

e
本
書
は
一
千
六
百
九
十
一
年

P

O

H

 

t
c
m
y
o
f

 Ireland.

の
附
錄
ビ
し
て
初
め
七
出
版
せ
ら
れ
た

.
る
4

の
な
る

も
、Fitzmaurioe

がPetty 

0 

の
卷
末
に
跗
せ

る

W
y
c
o
m
b
e

に
於
て
發
見

せ

ら

れ
た
る

P

I
自
身
の
手
書
に
成
れ
る

一
千

六 

I
f三IT 4

s

年
以
後
の
諷
の
書
目
に
は
一
千
六
百

六

十
五
年
附
を

以
て
■

記

3
れ

*

り
同
書

三
西 

T* 

- ノ頁

)

オ
書

0 :
®

號
は
大
英
博
物
傲
所
藏
の

political Arithmetick.

.の
手
寫
本
に
附
加
せ
ら
れ 

左
る
手
錄
は
單
に

V
e
r
b
u
m

 sapienti.

ビ
記
す
の
み
な
る
も
、上
揭
の
書
目
に
は

V
e
r
b
u
m

 Sapienti and 

the value .of People 

ビ
あ 

Aŷ
MRDublin 
な
る

 P
u
b
H
c

 

E.ecord 

p出 ce 

に
睬
存
亡
ら
る

、
u
h
*

Register.

と
稱
す
る
一
卷
中
に
存

す

る

手
錄
に

.據
る
に
騰
寫
者
の
記
せ
る
表
題
は
同
じ
く

<

? 

b
u
m

 

s
apienti.

の
•
み
な
る
も
、同
卷
に
附
せ
る
が
自
筆
の
索
引
に
は

V
e
r
b
u
m

 

s
a
p
f
e
n
t

vr*
O
r

 

a

負
'

T
1.卷

(

一三
.〇七)

諭
説
サ
ー

.

.•キ，リアム

®
Aチィ
.の.國赏論

 

疼卜拢
 

デニ
-,



l、，-u

. 

第
十
一
继
2

三
〇
八)

論

ft
サ
丨
0
ヰ
1
ア
ム
ニ
チ
ィ
の
_
窩
論

 

部
十
髏.

M
A

d
i
s
c
o
u
r
s
e

 
a
b
o
u
t

 

T
a
x
e
s

 

&

 

y
。

v
a
l
u
e
,

 

o
f

 P
e
o
p
l
e
,

 

i
 
記
せ
ぅ
。

®

に

前
記
の
版
本
に
は

 

o
r

 

a
n

 

A
c
c
o
u
n
t

 

o
f

 

t
ho)^

r
s
l
t
h

 
a
n
d

 

E
X
P

nJn
c
e
s

 

of* E

-ag
l
a
n
d

 

a
n
d

 

t
h
e

 

M
e
t
h
o
d

 

o
f

 r
a
i
s
i
n
g

 

T
a
x
e
s

 

f
n

 

t
h
e

 

m
o
s
t

 

E
q
u
a
l

 

m
a
n
n
e
r
,

 

s
h
e
w
i
n
g

 

P

J

gsp
H 
ば
p
r+
'
3 ^
0)N

a
t
i
o
n

 

c
a
n

 

b
s
r

 

t
h
e

 

c
h
a
r
g
e

 

of* 

F
o
u
r

 

M
i
l
l
i
o
n
s

 

p
e
r

 

A
n
n
u
m
,

 

w
l
i
e
n

 

t
h
e

 

o
c
c
a
s
i
o
n
s

 

o
f

 

t
h
e

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

r
e
a
u
i
r
e

 

i
t
.0

1 a
, ®
を

^

へ

^

ぅ
。

■
彼
れ
は
本
書
の
緖
言
に
於
て
課
稅
の
不
公
平

.
*る
事
實
を
說
、明
し
、或
る
者
は
彼
等
が
當
然 

支

#

ふ
可
く
、又
支
拂
ふ
を

©

す
る
高
の
四
倍
を
徵
せ
ら
，れ
つ
ゝ
あ
り
、而
し
て
斯
く
の
如
き
不 

«

•«
?
は
祖
稅
の
眞
正
な
る

.禍
患
に
し
て

.、而
し
七
租
税
が
•苛
軍
且
つ
非
常
な
る
場
合
に
際
し
て 

.

痛
切
に
感
知
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
り
。
而
し
て
租
税
の
負
檐
を
し
て
均
衡
を
得
せ
し 

む
る
が
爲
め
に
は
人
民
.の
增
鵝
其
の
財
富
及
び
外
國
資
易
に
關
す
る
东
確
な
る
計
算
を
備
へ 

ざ
る
可
ら
ず
と
做
せ

1

IP
1

書
第
二
頁

)

。
是
に
*
り
て

P
e
t
t
y

は
其
の
第
一
章
に
於
て
土
地
、ま
屋

.
 

.
船
舶
、家
畜

.、貨
幣
及
び
多

.機〗

の
貨
物
の
價
値
を
個
十
に
評
價
せ
ん

V
J

せ
义
三

—

七
莨

)

。
今

p

ic 

在

6

て
は
固
ょ

6

這
般
の
推
定
の
基
礎
た
る
可
き
數
字
は
吏
に

IE
確
な
る

.も
の
を
；史
に
充
分 

利
用
し

得

可
§

も

、

而
も
國
富
算
定
の
近
世
的
方
法
ば
未
だ
本
質
的

に

の
そ

れ

ビ

M
な 

る

.r
r
大
な

ら
ざ
る

な

b
。

(R. 

Gl.ffen

著

T
h
e

 

.
G
r
o
w
t
h

 

o
f Ca

p
i
t
a
l
.
I

千
八

w

八
十
九

年
版
、七

十

I

I

I

四

—

九

十

一

頁
を

比
較
す
可

P
)。

然
れ
ど
も
彼
は
本
書
の
第
二
章
に

於V
此
の
第
一
の
算
宠 

に
加

ふ
る

に
、現
代
の
：統

針

が
貨
幣
上

の
名
價
を
以
て
標
出
す
る

i

極
め
て
稀
な
る
國
當
の
一 

.5
?
素
を
以
て
せ
&
。
此
の
要
素
こ
を

彼

れ

の
所
謂

「

人
民

の
1H
値」

な
る
も
の
な

.り{
V
e
r
b
u
m

 Sapienti

七
頁

)

。
彼
れ
は
人
民

の
稀
少

.な
る

を
以
て
眞
の
貧
窮
な
ぅ
と
思
惟
し
た

b
(
H3atise of T

a
x
e
s

十

*

六
更

)

。
人
民
は
國
甯
の
父
に
し
て
土
地
は
其
の
母

.

た
る
を
以
て
、此
の
配
偶
の
孰
れ
と
雖
も
、國 

家
經
濟
の
概
卸
し
に

.

際
し
て
は
之
を
遺
脫
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
人
民
を 

以
て
土
地
に
加
算
せ
ん
が
爲
め
に
'は
彼
れ
等
雨
者
を
し
て
共
通
な
る
價
値
の
標
準
に
歸
せ
し 

め
ざ
る
可
ら
ず
。
妓
に
至
つ
て
彼
れ
が
'此
の
兩
潘
間
の
方
程
式
を
作
製
せ
ん
と
す
る
ゆ
努
カ 

?r

生
ず
る
な

K

V

O
這

般
の
意
見
は
先
づ

T
r
e
a
t
i
s
e

 

o
f

 

T
a
x
e
s
.

に
於
て
表
示
せ
ら
れ

/ 2

り
。

0

く 

「

- S
.

人
は
±

a

及
び
勞

#

IH
'

の
自
然
的
等
價

? :

發
見
し

» '

く
て
兩

*

を
以
て
す
る
ビ
等
し
く
、或 

は
却
つ
て
之
ょ

6

も
#

 

く
兩
者
中
の

一

方
の
み
に
依

b

て
價
値
を
表
示
し
、而
し
て
吾
人
が
べ

^

ポ
ン
ド

を
磅
に
換
算
す

る

が

如
く
，容
易
に
且

0

正
確

に

一
方
を
他

に

換
算

す

る

?:
得
可

し

V」

せ
ば

滿 

足

な

る

可
し

」

ビ(

同
書
二
十
六

頁

)

。

而

し

て

M

に

彼

れ

が

.
後
年

の

著

.
H
h
e

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

A
n
a
t
o
m
y

 

of* 

I
r
e
l
a
n
d
,

 

w
i
t
h

 

t
h
e

 

E
s
t
a
b
l
i
s
n
n
u
n
t

 

f
oi. 

t
h
a
t

 

K
i
n
g
d
o
m

 

w
h
e
n

 

t
h

e

pr
t

eo
u
k
e

 .of. O
r
m
o
n
d
,

 

w
a
s
.

 

I
、o

r
d

 

.
 I

L.e
u
t
e
n
a
n
t
.
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第十

5
 

(

1H

1

8

論
說
サ
ー

*

牛リアム

*

。へディ，の

_

常論
. 

第卜
！！

 

六
3

T
a
k
e
n

 

f

n the 

Records, 

二
千
六
西
六
十
七
年
よ

6

同
七
十
三
年
哀
に

|旦
れ
る
吣

&
ヾ
が
第
一

『

BJ 

の
愛
蘭
土
居
住
中
の
產
物
に
し

\し、其
の
死
後
に
於

V

公
に
せ
ら
れ
た
る
諸
版
本
の
外
丨
拙
商

「 

貨
幣
問
答
を
中
心

v
j

し
て

®

た
る
ナ
！
ヰ
リ
ア
ム

•
。へチ
ィ
の
貨
幣
論

」(

上)

，三
田
學
會
雜
誌
第
十 

ー
卷
第
六

.號
參
照
丨
大

.英

.博
物
館
は

P
e
t
t
y

よ
b S

o
u
t
h
w
e
l
l

に
傅
へ
た
る
最
鼓
の
手

«

を
^
钹 

せ

A

に
於
て

「

而
し
て
乙
は
如
何
に
し
て
土
地
及
び
勞
働
の
兩
溝
中
、其
の
'魏
れ
か
の
一
方
の
み 

に
由
う
て
あ
ら
ゆ
る
物
の
價
値
を
表
明
す
る
が
爲
め
に
*
の
兩
蒋
間
の
等
调
及
び
方
程
式
を 

構
成
す
可
き
や
と
謂
へ
：る
政
治
經
濟
學
上
に
於
け
る
最
も

®
荽
な
る
考
處
に
@
人
を
誘
ふ
な 

之
同
書

*1

千
六
西
九
十
一
年
版
、六
十
三

|

四
寅

)

と
の
言
を
作

3

し
め
た
り
。蓋
し

±

地
及
び
勞 

働
間
の
等
惯
友
び
方
程
式

」

を
求
む
る
の
必
喪

V
J

困
雛
と
は
啻
に
彼
れ
が
此
の
課
程
を
以
て

「

政 

治
經
濟
學
上

..に於

.け
る
最
も
重

®

な
る
考

«

ヾ
」

看
做
し
左
る
理
論
上
の
目
的
の
み
よ
う
來
り 

た
る
も
の
.に
あ
ら
ず
し
て
、彼
れ
が
ー
千
六
百
五
十
九
年
に
军
る
-約
七
ヶ
年
に
亘
れ
る
第
一
次 

の
愛
_
土
届
住
に
際
し
、恰

も

一
.千
六
百
四
十

.一
年
の
同
國
叛
飢
の
後
、叛
徒
よ
&
沒
收
し
た
る 

..
JL
iL
を

一

句
は
戰
勝
軍
の

^

±

の

W

に
他
は
®
資
金
を

®

出
し
た
る
投
®
*
の
間
に
分
配
す 

る
に
當
む
、沒
收
地
の
地
位
瓦
び
面
攒
の

_
量
は

.興
の
指
揮
漭
た
る
B
g
j
a
m
f
n

 

w
o
r
s
l
e
y

の
下
に

‘

色
：：！̂

'
:

:

レ 

- 

へ

)

ヴ

最
も
不
十
分
に
耳
つ
不
合
理
に
行
は
れ
つ
、
あ

.る•

を
丰
張
し
，直
：ち
に
自
ら
ー
管
精
逾
な
る

]̂ 

窄：を

f

ふ
可
き
を
提
言
し
て
よ

i

其
の
分
配
の
量

.定
考
と
し
て
、又
は
委
員
.と
し
て
の
經
驗
に 

山

6

て
親
し
く
威
得
し

/
a
る
所
の
も
の
を
本
勤
に
齋
し
た
る
な

り

。

偾

値

の

共

通

の

尺

度

ビ
し
て

®
定

せ
ら
れ
为

■る
も
の
は
貨
幣
な
る
が
故
に
、人

K

の

貨
幣

® 

,'
做

を

決

定

する

-j

と
必
要
な
う
。
然
れ

ど

も
玆

に
所

®

人
間
は
賣
ら
る
可
ぐ
、又
買
は
る
可
き 

も

.の
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
彼
れ
は

I

種
の
價
値
箅
定
法
に
侬
賴
せ

う
。

彼
れ

は
其
の

T
w
o

 

£
s

丨
 

says 

in Political 

concerning, 

the 

people. 

Housing, 

hospitals, 

&
d

 

o
f Lo

n
d
o
n

 

a
n
d

 

Pads. 

(

此

の
.ft
は
'
 
初
：め
 D

e
u
x

 .essays cfarithmetique. politique) touchant les vilies de Jbndres et Paris.

の

^
下 

v

に
佛
文

?:
以
て

千

六

百

A
十
六
年
に
出
版
せ
ら
れ
^
る
も
の
な
る

が
，此

-

の
弗

文
は
同
年
匕
月 

十
七
日
に
免
許
せ
ら
れ
た
る
英
文
版
よ

6

の

0
0
に
し
て
、原
版
よ

6

も
以
前
に
發
兌
せ
ら
れ 

た
る

7
P

の
な
る
可
し

)

に
於
て

>
3̂

.3 (Algier

な
；る
可
し

)

に
於
け
る
奴
隸
の
價
格
を
利
用
し
た
る 

乙
と
あ
る

1
英

文
版
、十
九

.
1、而
も
も

.は

M
に

他
の

手
段
に
據
り

て
到
達
し

#
た

る
結
果
を
支 

持
す
る
が
爲
め
に

外
な
ら

ず
。

彼
れ

がV
e
r
b
u
m

 

sautenti

に：
於
て
用
ひ

/a
る
算
定

法
は
下
の
如 

し
。
國

民
の

資
财
即
ち
富
よ
う
年
々
生
ず

る
.所
得
は

千
五
西
莴
に
過
ぎ

t

rf
ij
し
て
典
の
费
用

鹄十

5
 

C

H

r

l

.

)

.論丨
，
.

說

.
サ

J

キリアム

A

.
チ
ィ
の
國
常
論
_
 

:
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ニ
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論

說

サ

i
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ア
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チ
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國
當
論
 

第
十
號 

六
ニ

は
四
千
馮
な
ぅ
と
せ
ば
、人
民
の
勞
働
は
其
の
餘
の

.

ニ
千
五
胃
興
を

.

0

併
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
今 

若
し
人

K

の
半
數
、即
ち
三
百
翦

.

が
日
々
七
片
を
收
得
す
る
も
の
ビ
し
、其
の
中
五
十
二

 

ロ
の

n

 

曜
日
並
に

锬

日
、疾病

•歸
散

の
如

き

時
々
.の休
業
の
爲
め
に
生
ず

る

其
の
半

«

の
休

8
を
控
除 

す
る
も
の
と
す
れ
ば
、每
年
八

* '

六
志
八
片

(

此
の
數
宇
は
正
確
な
ら
ざ
る
が
如
し

*

上
記

F
u

s
e

 

R
e

c
o

r
d

 

o

f

.

所
藏
の
寫
本
は
八

0
四
志
八
片
と

.

記
し
，

1

千
七

.

百
十
九
年
版

P
o

l
i

t
i

c
a

l

 

S
u

r
v

e
y

 

o

f
 

I
r

e
l

a
n

d
.

に
添
へ
た
る
も
の
に
は
八

# /

六
志
九
片
ど
作
せ

1

の
所

#

を
收
む
可
く
、是
に

^ 1
6

て

I の 年 一 資 の 他 前

揭
の
ニ
千
五
西
馮
を
支
出
し
得
可
し
。
是
れ
等
三
百
萬
の

中
、其
の
六
分
の

一

が

一

日
ニ

片
、 

の
六
分
の
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